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１．概要 

 淀川大橋は 1926 年に架設されており，幅員 20.8m，橋長 723.3m の 30 径間の内，中央部 6 径間が上路式鋼

単純トラスである．2005 年の調査では，本橋梁の交通量は 20,000 台/12 時間を超え，大型混入率が 12.7%であ

ることが記録されている． 

 供用 80 年を超えた淀川大橋の長寿命化対策として，「高齢化を迎えた長大橋梁の診断と長寿命化に関する

研究プロジェクト」の初年度（平成 22 年度）に得られた調査結果 1)～5)を基に作成した劣化シナリオに対して

一連の検討を行い，補修工事 6)が実施された．補修効果の検証を目的とし，今回，車両走行試験による動的載

荷試験および応力頻度測定を実施した． 

２．測定位置 

 平成 22 年度に実施した一連の調査から作成した劣化シナリオでクリティカル部材として判断され，補強さ

れた主構のトラス部材および床組の横桁の補強箇所付近で応力測定を行った．測定位置を図 1 に示す． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1. 測定位置 

 

３．応力測定 

3.1 動的載荷試験  

 動的載荷試験は図2に示す試験車両を図1に示す走行レー

ンおよび追越レーンを走行させ（約 40km/h），ひずみゲージ

による応力測定を行った．動的載荷試験は一般車両が少なく，

気温変動が比較的小さい夜間に実施した． 

3.2 応力頻度測定 

 応力頻度測定は補強工事の実施後に行い，補強効果の検証

を目的として補強前の測定結果 4)と比較した． 

応力頻度測定は，｢応力頻度測定要領（案）｣に基づき，一般車両供用下で平日の 72 時間の応力測定を行っ

た．計測したデータより応力頻度分析を行い，疲労寿命を評価した． 
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図 2 試験車 
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４．試験結果 

4.1 動的載荷試験 

動的載荷試験で計測された斜材の補強後の応力度は，補修前とほぼ同様な値を示した（図 3）．また，新に設

けた測定位置での応力度（グラフ横軸，□内で示す）は，補修前の近傍測定位置の応力値と比較して若干低い

応力値を示した．補強後の横桁の応力は，図 3 に示すように補修前の下フランジの応力値と比較して，引張応

力の値が約 40％低下した． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4.2 応力頻度測定 

 応力頻度測定で観測された活荷重応力度は低く，その大半が疲労の打ち切り限界以下であった．個々の部材

において，一般車両通行時の 72 時間計測を行った結果の一例を図 4 に示す． 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

補修後の応力頻度測定結果を基に H’等級と仮定して疲労寿命を評価した結果，トラス部材では補修前より

も若干長寿命となったがほとんど変わらず,横桁では 10倍以上長寿命となった.  

５．まとめ 

補強後の動的載荷試験結果は，主構トラス部材の応力は全体的に補修前とほぼ同様な値を示した．また，補

強後の横桁下フランジ応力は，補修前と比較して引張応力が約 40％低下し，補強は効果的であったと考えら

れる．応力頻度測定から推定された疲労寿命は，トラス部材では補修前後でほとんど変わらず,横桁では 10

倍以上となった． 
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図 3 補強前・補強後の応力値の比較 

 

図 4 応力頻度測定結果の一例 
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